
(57)【要約】

本発明は、フラットディスプレイ装置に使用される基板

から電極が突出する場合に起こる問題を解決し、電極の

断面積を増やすことで電極の電気抵抗を減少させ、電子

発光装置の正面に発される発光量を増加させ、電極の厚

さを増加させる場合であっても基板を平らに保つことが

可能な、基板構造を有するフラットディスプレイ装置に

使用するための、電極が埋込まれた基板構造、及びその

基板構造と装置の製造方法に関する。フラットディスプ

レイ装置に使用される基板１０上面に所定のパターンの

エッチングを施し、エッチング部分、すなわち、溝１１

に電極を埋込むことによって装置が基板１０上に形成さ

れる。従って、正孔輸送層又は電子輸送層がその上に形

成された後であっても、装置を平らに保ち、均一な形状

を維持することができ、装置の歩留を増加させ、ディス

プレイ装置の面積が大きくなる場合の電極による電圧降

下を最小化し、装置の正面に発される発光量を増加させ

ることができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 電 極 が 埋 込 ま れ た 基 板 構 造 で あ っ て 、 前 記 フ ラ ッ
ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 基 板 の 上 面 に 所 定 パ タ ー ン の エ ッ チ ン グ を 施 し 、 前 記 基
板 の エ ッ チ ン グ 部 分 に 電 極 を 埋 込 む こ と に よ っ て 前 記 構 造 が 形 成 さ れ る 、 基 板 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 基 板 上 面 に 所 定 パ タ ー ン の エ ッ チ ン グ を 施 す と き 、 前 記 基 板 が 光 を 焦 点 に 集 め る た め
に 、 断 面 が 曲 線 形 状 と な る よ う に 前 記 エ ッ チ ン グ 部 分 （ 溝 ） が エ ッ チ ン グ さ れ る 、 請 求 項
１ の 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 基 板 上 面 に 所 定 パ タ ー ン の エ ッ チ ン グ を 施 す と き 、 前 記 電 極 と 同 一 又 は 異 な る 材 料 で
前 記 基 板 の エ ッ チ ン グ 溝 の 一 部 又 は 全 部 を 満 た す こ と に よ っ て 前 記 電 極 が 形 成 さ れ る 、 請
求 項 １ の 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 電 極 材 料 が 、 イ ン ジ ウ ム － 錫 酸 化 物 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は イ ン ジ ウ ム を 添 加 し た 酸 化 亜
鉛 、 酸 化 錫 、 亜 鉛 を 添 加 し た 酸 化 錫 、 マ グ ネ シ ウ ム － イ ン ジ ウ ム 酸 化 物 、 ニ ッ ケ ル － タ ン
グ ス テ ン 酸 化 物 、 カ ド ミ ウ ム － 錫 酸 化 物 、 ガ リ ウ ム － イ ン ジ ウ ム 酸 化 物 、 酸 化 ガ リ ウ ム 、
銅 － ア ル ミ ニ ウ ム 酸 化 物 、 銅 － ガ リ ウ ム 酸 化 物 、 ス ト ロ ン チ ウ ム － 銅 酸 化 物 及 び 銀 － イ ン
ジ ウ ム 酸 化 物 の よ う な 透 明 金 属 酸 化 物 、 窒 化 チ タ ン 、 窒 化 ガ リ ウ ム 、 窒 化 イ ン ジ ウ ム 、 ガ
リ ウ ム － イ ン ジ ウ ム 窒 化 物 、 ア ル ミ ニ ウ ム － イ ン ジ ウ ム 窒 化 物 、 ア ル ミ ニ ウ ム － ガ リ ウ ム
－ イ ン ジ ウ ム 窒 化 物 及 び 珪 素 、 マ グ ネ シ ウ ム 又 は ゲ ル マ ニ ウ ム を 添 加 し た 窒 化 ガ リ ウ ム 、
窒 化 イ ン ジ ウ ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム － ガ リ ウ ム － イ ン ジ ウ ム 窒 化 物 の よ う な 窒 素 化 合 物 、 及 び
光 の １ ０ ％ 以 上 が 透 過 す る よ う に 厚 さ が 調 整 さ れ た 金 属 薄 膜 を 含 む 、 請 求 項 １ の 構 造 の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 電 極 と 極 性 が 反 対 の 付 加 電 極 が 前 記 基 板 構 造 に 設 け ら れ 、 １ 以 上 の 有 機 膜 層 が ２ 種 類
の 電 極 間 に 挿 入 さ れ て い る 、 請 求 項 １ の 有 機 電 子 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 溝 に 形 成 さ れ た 前 記 電 極 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 付 加 溝 を 設 け る こ と に よ っ て 前 記 極 性
が 反 対 の 電 極 が 形 成 さ れ る 、 請 求 項 ５ の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 電 極 が 埋 込 ま れ た 基 板 構 造 、 前 記 極 性 が 反 対 の 電 極 、 及 び 前 記 ２ 種 類 の 電 極 間 に 挿 入
さ れ る １ 以 上 の 有 機 膜 層 が 、 前 記 基 板 に エ ッ チ ン グ さ れ た 前 記 溝 の 中 に 全 体 と し て 形 成 さ
れ る 、 請 求 項 ５ の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
基 板 を 洗 浄 す る 清 浄 ス テ ッ プ と 、
前 記 基 板 上 に フ ォ ト レ ジ ス ト を コ ー テ ィ ン グ す る コ ー テ ィ ン グ ・ ス テ ッ プ と 、
前 記 フ ォ ト レ ジ ス ト 上 に 、 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た マ ス ク を 配 置 す る マ ス キ ン グ ・ ス テ ッ プ
と 、
前 記 基 板 の マ ス キ ン グ さ れ た 面 を 露 光 さ せ 、 露 光 面 を 現 像 す る 現 像 ス テ ッ プ と 、
フ ォ ト レ ジ ス ト の 不 要 な 部 分 を 取 除 く 除 去 ス テ ッ プ と 、
前 記 基 板 の 前 記 電 極 が 埋 込 ま れ る 部 分 に エ ッ チ ン グ を 施 す エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ と を 有 し
て な る 、
フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 電 極 が 埋 込 ま れ た 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ の 後 、 前 記 基 板 の エ ッ チ ン グ 部 分 に 前 記 電 極 を 形 成 す る 電 極 形
成 ス テ ッ プ と 、 前 記 フ ォ ト レ ジ ス ト の 残 っ た 部 分 を 取 除 き 、 前 記 基 板 を 洗 浄 す る 清 浄 ス テ
ッ プ を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 ８ の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 清 浄 ス テ ッ プ と 前 記 コ ー テ ィ ン グ ・ ス テ ッ プ の 間 に 、 絶 縁 フ ィ ル ム を 形 成 す る 絶 縁 フ
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ィ ル ム の 形 成 ス テ ッ プ を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 ８ の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 基 板 か ら 電 極 が 突 出 す る よ う に 形 成 さ
れ る 場 合 に 起 こ る 問 題 を 解 決 し 、 た と え 電 極 の 厚 さ を 増 加 さ せ る 場 合 で あ っ て も 基 板 を 平
ら に 保 ち 、 必 要 に 応 じ て 電 極 の 厚 さ を 調 整 す る と 同 時 に 、 装 置 の 面 積 を 増 大 さ せ る 場 合 の
電 極 に よ る 電 圧 降 下 を 最 小 化 し 、 装 置 正 面 に 発 さ れ る 発 光 量 を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 な 、
基 板 構 造 を 有 す る フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 す る た め の 、 電 極 が 埋 込 ま れ た 基 板 構
造 、 及 び そ の 基 板 構 造 と 装 置 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 背 景 技 術 】
通 常 、 電 子 発 光 装 置 に 使 用 さ れ る 電 極 材 料 は 、 薄 膜 形 状 の 基 板 全 体 に 形 成 さ れ 、 処 理 目 的
に 従 い 特 定 の 形 状 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 電 極 の 従 来 の 製 造 方 法 に は 、 基 板 上 に マ ス キ ン グ
を し 、 基 板 の 露 光 部 分 に の み 薄 膜 を 形 成 す る 方 法 と 、 基 板 全 体 に 電 極 薄 膜 を 形 成 し 、 電 極
薄 膜 の 不 要 な 部 分 に エ ッ チ ン グ を 施 す 方 法 と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 に 、 後 者 の 方 法 は 、 主 に 電 子 発 光 装 置 で 使 用 さ れ る 酸 化 亜 鉛 を 含 む イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 物
（ Ｉ ｎ ２ Ｏ ３ ： Ｓ ｎ ， Ｉ Ｔ Ｏ ） に 用 い ら れ 、 Ｉ Ｔ Ｏ は 線 状 又 は 特 定 の 形 状 に エ ッ チ ン グ さ
れ る 。
電 極 が 上 記 の 従 来 の 形 状 に 形 成 さ れ る 場 合 の 電 極 の 製 造 方 法 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
す な わ ち 、 こ の 製 造 方 法 は 、 基 板 を 洗 浄 し 、 基 板 全 体 に 電 極 薄 膜 を 形 成 し 、 電 極 薄 膜 上 に
フ ォ ト レ ジ ス ト を コ ー テ ィ ン グ し 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 上 に パ タ ー ン を 有 す る マ ス ク を 置 き 、
マ ス キ ン グ さ れ た 基 板 面 を 露 光 し て 露 光 面 を 現 像 し 、 フ ォ ト レ ジ ス ト の 不 要 な 部 分 を 取 除
き 、 電 極 薄 膜 の 不 要 な 部 分 を エ ッ チ ン グ し 、 フ ォ ト レ ジ ス ト の 残 り の 部 分 を 取 除 き 、 基 板
を 洗 浄 す る ス テ ッ プ と を 有 し て な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
従 っ て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 基 板 １ 上 に 形 成 さ れ る 従 来 の 電 極 ２ は 、 基 板 １ か ら 突 出 す る
。 電 極 上 に 形 成 さ れ る 薄 膜 は 、 電 極 の 形 状 に 従 い 処 理 さ れ る の で 、 電 極 ２ が 残 っ た 部 分 で
は 突 出 し 、 電 極 ２ が エ ッ チ ン グ 部 分 で は 押 下 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
極 性 が 反 対 の 付 加 電 極 が こ の 薄 膜 上 の 凸 凹 の あ る 側 面 に 形 成 さ れ る と 、 薄 膜 が 平 ら で な く
な り 、 電 極 の 端 部 上 に 電 界 が 集 中 す る こ と で 、 電 界 が 電 極 間 に 不 規 則 に 分 布 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う な 問 題 は 、 電 極 間 に 漏 洩 電 流 を 惹 き 起 こ し 、 例 え ば 、 画 素 間 の 発 光 の 不 均 一 特 性
や 装 置 の 低 効 率 化 等 の 様 々 な 問 題 の 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 上 記 問 題 を 軽 減 す る た め に 、 基 板 上 に 形 成 さ れ る 電 極 の 厚 さ を 小 さ く す る と 、 電
極 自 体 の 電 気 抵 抗 が 増 加 し 、 電 極 内 で 電 圧 降 下 が 生 じ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
特 に 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の サ イ ズ が 大 き い 場 合 、 電 極 内 に 生 じ る 電 圧 降 下 に よ り 、 デ ィ ス
プ レ イ 装 置 の 操 作 が 制 限 さ れ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 画 素 の サ イ ズ が 小 さ い 場 合 、 例 え ば 、 マ イ ク ロ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 場 合 は 、 電 極
の 走 査 線 幅 は 小 さ く な る 。 従 っ て 、 従 来 の 方 法 に よ る と 、 電 極 内 で 生 じ る 電 圧 降 下 の た め
装 置 を 実 施 す る こ と が 困 難 で あ る と い う 不 都 合 が あ り 、 又 、 装 置 の 製 造 に も 多 く の 困 難 が
あ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 開 示 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 企 図 さ れ た 。 本 発 明 の 目 的 は 、 フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ
イ 装 置 に 使 用 さ れ る 基 板 か ら 電 極 が 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ る 場 合 に 起 こ る 問 題 を 解 決 し
、 た と え 電 極 の 厚 さ を 増 加 さ せ る 場 合 で あ っ て も 基 板 を 平 ら に 保 ち 、 必 要 に 応 じ て 電 極 の
突 出 の 度 合 い を 調 整 す る と 同 時 に 、 電 極 の 断 面 積 を 増 加 さ せ る こ と に よ り 電 極 に よ る 電 圧
降 下 を 減 ら し 、 装 置 正 面 に 発 さ れ る 発 光 量 を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 な 、 基 板 構 造 を 有 す る
フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 す る た め の 、 電 極 が 埋 込 ま れ た 基 板 構 造 、 及 び そ の 基 板
構 造 と 装 置 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 上 記 目 的 は 、 フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 の た め の 基 板 の 上 面 に
所 定 間 隔 及 び 深 さ に パ ラ レ ル エ ッ チ ン グ を 施 し 、 前 記 基 板 の エ ッ チ ン グ 部 分 に 電 極 を 埋 込
む こ と に よ り 構 造 が 形 成 さ れ る 、 フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 電 極 が 埋 込 ま れ
た 基 板 構 造 及 び そ の 基 板 構 造 を 使 用 す る デ ィ ス プ レ イ 装 置 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の さ ら な る 態 様 で は 、 上 記 目 的 は 、 基 板 を 洗 浄 す る 清 浄 ス テ ッ プ と 、 前 記 基 板 上 に
フ ォ ト レ ジ ス ト を コ ー テ ィ ン グ す る コ ー テ ィ ン グ ・ ス テ ッ プ と 、 前 記 フ ォ ト レ ジ ス ト 上 に
パ タ ー ン が 形 成 さ れ た マ ス ク を 配 置 す る マ ス キ ン グ ・ ス テ ッ プ と 、 前 記 基 板 の マ ス キ ン グ
さ れ た 面 を 露 光 さ せ 、 露 光 面 を 現 像 す る 現 像 ス テ ッ プ と 、 フ ォ ト レ ジ ス ト の 不 要 な 部 分 を
取 除 く 除 去 ス テ ッ プ と 、 前 記 基 板 の 前 記 電 極 が 埋 込 ま れ る 部 分 に エ ッ チ ン グ を 施 す エ ッ チ
ン グ ・ ス テ ッ プ と を 有 し て な る 、 フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 電 極 が 埋 込 ま れ
た 基 板 の 製 造 方 法 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 本 発 明 の 最 良 の 実 施 態 様 】
本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 が 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 以 下 、 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 電 極 が 埋 込 ま れ た 基 板 の 製 造 方
法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 こ の 方 法 は 、 基 板 を 洗 浄 す る 清 浄 ス テ ッ プ Ｓ １ と 、 基 板
上 に フ ォ ト レ ジ ス ト を コ ー テ ィ ン グ す る コ ー テ ィ ン グ ・ ス テ ッ プ Ｓ ２ と 、 フ ォ ト レ ジ ス ト
上 に パ タ ー ン が 形 成 さ れ た マ ス ク を 配 置 す る マ ス キ ン グ ・ ス テ ッ プ Ｓ ３ と 、 基 板 の マ ス キ
ン グ さ れ た 面 を 露 光 さ せ 、 露 光 表 面 を 現 像 す る 現 像 ス テ ッ プ Ｓ ４ と 、 フ ォ ト レ ジ ス ト の 不
要 な 部 分 を 取 除 く 除 去 ス テ ッ プ Ｓ ５ と 、 基 板 の 電 極 が 埋 込 ま れ る 部 分 に エ ッ チ ン グ を 施 す
エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ Ｓ ６ を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
よ り 詳 細 に は 、 こ の 方 法 は 、 エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ Ｓ ６ 後 、 さ ら に 上 記 ス テ ッ プ に 加 え て
、 基 板 の エ ッ チ ン グ 部 分 の 上 に 電 極 を 形 成 す る 電 極 形 成 ス テ ッ プ Ｓ ７ と 、 フ ォ ト レ ジ ス ト
の 残 り の 部 分 を 取 除 き 、 基 板 を 洗 浄 す る 清 浄 ス テ ッ プ Ｓ ８ と を 有 し て 実 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
電 極 は 、 エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ Ｓ ６ で エ ッ チ ン グ さ れ た 基 板 面 と 同 一 平 面 上 に 形 成 し て も
よ い 。 或 る 場 合 に お い て は 、 基 板 の 所 望 の 電 気 的 特 性 に 適 応 す る よ う に 、 電 極 を 基 板 の 面
よ り 高 く 又 は 低 く 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。 電 極 の 高 さ は 、 そ の 上 に 形 成 さ れ る 薄 膜 の 特
性 に 従 っ て 決 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 方 法 は 、 清 浄 ス テ ッ プ Ｓ １ と コ ー テ ィ ン グ ・ ス テ ッ プ Ｓ ２ の 間 に 、 さ ら に 、 絶 縁 フ ィ
ル ム を 基 板 の 上 に 形 成 す る 絶 縁 フ ィ ル ム 形 成 ス テ ッ プ を 有 し て も よ い 。 ガ ラ ス が 基 板 と し
て 使 用 さ れ る 場 合 に 、 こ の ス テ ッ プ が 、 ガ ラ ス に 含 ま れ る Ｎ ａ の よ う な イ オ ン が 拡 散 さ れ
る 現 象 を 減 ら し 、 透 明 電 極 の 導 電 率 に 影 響 を 及 ぼ す の に 役 立 つ 。 或 る 場 合 に お い て は 、 Ｓ
ｉ Ｏ ２ 、 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 等 の 絶 縁 フ ィ ル ム を ガ ラ ス 上 に 形 成 す る ス テ ッ プ が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 、 電 極 が 埋 込 ま れ た 基 板 の 製 造
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方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 基 板 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の 図 は 、 フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ
装 置 に 用 い ら れ る 基 板 １ ０ の 上 面 に 、 所 定 の 間 隔 及 び 深 さ に パ ラ レ ル エ ッ チ ン グ を 施 し て
溝 １ １ を 形 成 し 、 エ ッ チ ン グ 溝 に 電 極 ２ ０ を 埋 込 む ス テ ッ プ に よ っ て 製 造 さ れ る 、 所 定 パ
タ ー ン の 溝 １ １ が 形 成 さ れ た 基 板 １ ０ と 溝 １ １ に 形 成 さ れ た 電 極 ２ ０ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 基 板 構 造 と と も に 製 造 さ れ る 有 機 電 子 発 光 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図
に お い て 、 正 孔 輸 送 層 （ ｈ ｏ ｌ ｅ  ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｐ ｏ ｒ ｔ  ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ） ３ ０ 、 電 子 輸 送 層 （
発 光 層 ） ４ ０ 及 び 電 極 ２ ０ と 極 性 が 反 対 の 付 加 電 極 ５ ０ が 、 基 板 １ ０ 上 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
或 る 場 合 に お い て は 、 図 ５ ａ 乃 至 図 ５ ｄ に 示 す よ う に 、 電 子 発 光 装 置 が 本 発 明 の 基 板 構 造
上 に 形 成 さ れ る 場 合 に 、 カ ソ ー ド ・ セ パ レ ー タ ６ ０ を 電 極 （ こ の 場 合 、 陽 極 ） が 埋 込 ま れ
た 基 板 １ ０ 上 に 形 成 す る 技 術 を 用 い て 、 製 造 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
有 機 電 子 発 光 装 置 を 製 造 す る 際 に 、 カ ソ ー ド 電 極 の 規 則 的 な 直 線 パ タ ー ン を 形 成 す る こ と
が 必 要 で あ る が 、 有 機 材 料 の 特 性 か ら 見 て 、 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ を 施 す こ と は 難 し い 。 し
か し 、 Ｉ Ｔ Ｏ ア ノ ー ド 電 極 上 に 有 機 材 料 を 積 層 す る 前 に 、 フ ォ ト リ ト グ ラ フ ィ を 用 い て カ
ソ ー ド ・ セ パ レ ー タ ６ ０ を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 上 記 制 約 を 克 服 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 製 造 方 法 が 本 発 明 の 基 板 構 造 に 用 い ら れ る 場 合 、 セ パ レ ー タ ６ ０ は 、 突 出 せ ず 、 平 ら
に 形 成 さ れ た Ｉ Ｔ Ｏ ア ノ ー ド 電 極 １ ０ 上 に 形 成 し て も よ い 。 こ の よ う に す れ ば 、 製 造 効 率
を 最 大 に で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 、 さ ら な る 実 施 形 態 で は 、 エ ッ チ ン グ ・ ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 エ ッ チ ン グ 部 分 （
溝 ） １ １ を 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 基 板 １ ０ が 光 を 焦 点 に 集 め る こ と が で き る よ う に 、 断 面
を 、 例 え ば 、 楕 円 、 半 円 、 放 物 線 等 の 曲 線 形 状 と な る よ う に エ ッ チ ン グ を 施 す 。 こ の 構 造
で 、 基 板 の 上 層 で 生 じ る 光 が 、 Ｉ Ｔ Ｏ と ガ ラ ス 間 の 屈 折 率 の 差 に よ っ て 、 埋 込 ま れ た 電 極
を 通 っ て 伝 播 し 、 溝 の 末 端 の 曲 面 が レ ン ズ 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。 か く し て 、 正 面 の
発 光 強 度 を 増 大 さ せ る こ と が で き る 。 エ ッ チ ン グ 部 分 は 、 断 面 が 放 物 線 の 形 状 を と る こ と
が 理 想 的 で あ る が 、 断 面 が 半 円 形 と な る よ う に エ ッ チ ン グ を 施 し て も 、 上 記 目 的 が 達 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
基 板 の エ ッ チ ン グ 部 分 に 電 極 を 形 成 す る 電 極 形 成 ス テ ッ プ Ｓ ７ で 電 極 と し て 使 用 さ れ る 材
料 は 、 イ ン ジ ウ ム － 錫 酸 化 物 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は イ ン ジ ウ ム を 添 加 し た 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 錫
、 亜 鉛 を 添 加 し た 酸 化 錫 、 マ グ ネ シ ウ ム － イ ン ジ ウ ム 酸 化 物 、 ニ ッ ケ ル － タ ン グ ス テ ン 酸
化 物 、 カ ド ミ ウ ム － 錫 酸 化 物 、 ガ リ ウ ム － イ ン ジ ウ ム 酸 化 物 、 酸 化 ガ リ ウ ム 、 銅 － ア ル ミ
ニ ウ ム 酸 化 物 、 銅 － ガ リ ウ ム 酸 化 物 、 ス ト ロ ン チ ウ ム － 銅 酸 化 物 及 び 銀 － イ ン ジ ウ ム 酸 化
物 等 の よ う な 透 明 金 属 酸 化 物 や 、 窒 化 チ タ ン 、 窒 化 ガ リ ウ ム 、 窒 化 イ ン ジ ウ ム 、 ガ リ ウ ム
－ イ ン ジ ウ ム 窒 化 物 、 ア ル ミ ニ ウ ム － イ ン ジ ウ ム 窒 化 物 、 ア ル ミ ニ ウ ム － ガ リ ウ ム － イ ン
ジ ウ ム 窒 化 物 及 び 珪 素 、 マ グ ネ シ ウ ム 又 は ゲ ル マ ニ ウ ム を 添 加 し た 窒 化 ガ リ ウ ム 、 窒 化 イ
ン ジ ウ ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム － ガ リ ウ ム － イ ン ジ ウ ム 窒 化 物 等 の よ う な 窒 素 化 合 物 や 、 光 の １
０ ％ 以 上 が 透 過 す る よ う に 厚 さ が 調 整 さ れ た 金 属 薄 膜 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の 実 施 形 態 の 操 作 及 び 効 果 が 、 図 ２ 乃 至 図 ４ を 参 照 し て 、 以 下 、 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 基 板 上 に 形 成 さ れ る 電 極 の 形 状 は 、 電 極 上 に 形 成 さ れ る 薄 膜
の 形 状 を 決 め る 非 常 に 重 要 な 要 素 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
電 極 が 埋 込 ま れ た 基 板 構 造 及 び そ の 製 造 方 法 に よ る と 、 基 板 １ ０ 上 に 形 成 さ れ る 電 極 ２ ０
が 基 板 １ ０ と 同 一 平 面 上 に あ る の で 、 正 孔 輸 送 層 ３ ０ 及 び 電 子 輸 送 層 ４ ０ が そ の 上 に 形 成
さ れ た 後 も 、 基 板 は 平 ら に 保 つ こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 従 来 技 術 の 問 題 で あ っ た
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、 薄 膜 の 端 部 が 平 ら で な い 形 状 で あ る こ と か ら 生 じ た 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
特 に 、 本 発 明 に よ る と 、 電 極 の 厚 さ に 関 係 な く 、 基 板 に 対 す る 電 極 の 高 さ を 調 整 す る こ と
が で き る 。 従 っ て 、 電 極 の 厚 さ を 増 加 さ せ る こ と が で き る の で 、 電 極 の た め の 電 圧 降 下 を
最 小 化 す る こ と が で き る 。 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 面 積 が 増 加 す る 場 合 に 、 特 に こ の 効 果 を 奏
す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 電 極 の 深 さ に 対 す る 制 限 が な い の で 、 そ れ ら は 電 気 抵 抗 に 関 し て 容 易 に 調 整 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 の さ ら な る 実 施 形 態 の 操 作 及 び 効 果 が 、 図 ６ 及 び ７ を 参 照 し て 、 以 下 、 説 明 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
エ ッ チ ン グ 技 術 の 発 達 に よ り 、 エ ッ チ ン グ 部 分 （ 溝 ） １ １ を 、 上 記 に 説 明 し た よ う に 、 断
面 が 、 長 方 形 に 加 え て 、 楕 円 、 半 円 、 放 物 線 等 の 曲 線 形 状 に な る よ う に エ ッ チ ン グ す る こ
と が で き る 。 エ ッ チ ン グ が こ の よ う に 行 わ れ 、 電 極 ２ ０ が エ ッ チ ン グ 部 分 に 形 成 さ れ る 場
合 、 電 極 ２ ０ と 基 板 １ ０ の 接 触 面 が 、 基 板 の 正 面 に 発 さ れ る 発 光 強 度 を 増 加 さ せ る レ ン ズ
と し て の 役 目 を 果 た す と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
す な わ ち 、 基 板 １ ０ は ほ ぼ １ ． ５ の 屈 折 率 を 有 す る ガ ラ ス か ら な り 、 電 極 ２ ０ は ほ ぼ １ ．
９ ～ ２ ． １ の 屈 折 率 を 有 す る 透 明 Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 か ら な る 。 こ の よ う に し て 、 発 光 層 ３ ０ か ら
発 さ れ る 光 が 基 板 で 拡 散 さ れ る 場 合 、 発 光 強 度 は エ ッ チ ン グ 部 分 の 末 端 の 内 側 球 面 の 焦 点
効 果 に よ っ て 増 加 す る 。 さ ら に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 接 触 面 を 通 し て 全 反 射 が 起 こ る の で
、 発 光 効 率 は さ ら に 向 上 す る 。 こ の 構 造 の 製 造 中 の 、 全 て の 溝 を 透 明 電 極 で 満 た す 際 の 技
術 的 問 題 は 、 溝 を 形 成 し 、 溝 の 一 部 を 適 当 な 屈 折 率 を 有 す る 材 料 で 満 た し 、 そ の 上 に 透 明
電 極 を 形 成 す る こ と に よ っ て 解 決 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 上 の こ と に 加 え 、 透 明 電 極 間 の １ 以 上 の 有 機 材 料 層 及 び 極 性 が 反 対 の 電 極 か ら な る 有 機
電 子 発 光 装 置 は 、 埋 込 ま れ た 電 極 上 に 形 成 し て も よ い 。
こ こ で 、 極 性 が 反 対 の 電 極 さ え も 、 基 板 の 溝 の 上 部 よ り 低 い 高 さ で 形 成 し て も よ い 。 換 言
す れ ば 、 溝 が 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 透 明 電 極 が 溝 に 埋 込 ま れ た 後 、 付 加 溝 は 既 に 形 成 さ れ た
溝 に 直 角 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
有 機 膜 が 付 加 溝 上 に 形 成 さ れ 、 極 性 が 反 対 の 電 極 材 料 の 薄 膜 は 各 々 の 画 素 を 隠 す た め の シ
ャ ド ウ マ ス ク な し に 形 成 さ れ る と き 、 極 性 が 反 対 の 電 極 は 、 透 明 電 極 に 直 角 に 形 成 さ れ る
付 加 溝 に よ っ て 、 互 い に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ る 。 こ の よ う に 、 絶 縁 電 極 は 、 シ ャ ド ウ マ ス ク
な し で 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の 場 合 、 有 機 膜 が 溝 内 に 配 置 さ れ る の で 、 大 気 に さ ら さ れ る 部 分 が 減 少 す る 。 こ の よ う
に し て 、 付 加 保 護 層 な し に 、 有 機 膜 の 劣 化 を 防 ぐ こ と が で き る 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
本 発 明 に よ れ ば 、 フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 に 起 こ る 問 題 は 解 決 さ れ る 。 特 に 、 本
発 明 が 有 機 電 子 発 光 装 置 に 応 用 さ れ る 場 合 、 正 孔 輸 送 層 又 は 電 子 輸 送 層 が 上 に 形 成 さ れ た
後 も 装 置 を 平 ら に 維 持 す る こ と が で き 、 同 一 形 状 を 維 持 す る こ と で セ パ レ ー タ を 簡 便 に つ
け る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 周 縁 部 の 画 素 で 起 き て い た 問 題 が 解 決 さ れ る の で 、 電 子 発
光 装 置 の 歩 留 が 増 加 し 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 面 積 が よ り 増 加 す る 場 合 の 電 極 に よ る 電 圧 降
下 が 最 小 化 さ れ 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 正 面 に 発 さ れ る 発 光 強 度 を 増 加 さ せ る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 従 来 の 基 板 及 び そ の 上 に 形 成 さ れ る 電 極
の 配 列 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 、 電 極 が 埋 込 ま れ た 基 板 の 製 造
方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 、 電 極 が 埋 込 ま れ た 基 板 の 製 造
方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 基 板 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 さ れ る 基 板 構 造 上 に 形 成 さ れ る 有 機 電 子 発 光 装 置 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 ５ ａ か ら ５ ｄ は 本 発 明 の 基 板 構 造 の 上 に 使 用 で き る カ ソ ー ド ・ セ パ レ ー タ を 形 成
す る 技 術 の 工 程 を 示 す 参 考 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の フ ラ ッ ト デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 使 用 さ れ る 、 電 極 が 埋 め 込 ま れ た 基 板 の 製
造 方 法 の さ ら な る 実 施 形 態 に よ っ て 製 造 さ れ る 基 板 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 さ れ る 基 板 構 造 上 に 形 成 さ れ る 電 子 発 光 装 置 の 界 面 を 示 す 拡 大 断 面 図 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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